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これらの Jcのひずみ依存性の結果を各ドメインの a、b 軸の一軸ひずみ依存性を仮定する異方的ひずみモデル
を用いて解析を行った。また、各ドメインは並列回路となると考える。このモデルの各軸のひずみ依存性をデツ
インにより実験的に得られた値を用いるために、残留ひずみと Jcのピーク位置pを導入し、ドメインの一軸圧力
効果の形に異方的ひずみモデルの改良を行った。この改良した異方的ひずみモデルを適用することで、アニール
前線材のひずみ依存性を定量的に記述することができた。2 軸配向している線材のひずみ依存性はそれぞれのド
メインの並列回路を仮定することで説明できることから、Jcのひずみ依存性は各ドメインのひずみ依存性に起源
を持つことを初めて示すことができた。 
本論文においてコート線材のドメイン制御とデツインが可能となったことにより、これまで不明であった
a、b軸の一軸圧力効果が実験的に明らかとなり、Icのひずみ依存性は各ドメインのひずみ依存性に起源を持
つことを初めて示すことができた。このドメイン制御は、ひずみ印加アニールにより容易に行うことができ、
異方的ひずみモデルにより、ひずみ依存性の予測も可能となった。また、相関ピンを取り入れた磁束ピンニ
ングモデルからも、相関ピンを導入した場合の温度、磁場、磁場印加角度における臨界電流密度を予測する
ことができる。これらを組み合わせ、使用する用途に合わせた磁場中電流密度とそのひずみ依存性の制御が
可能となる。結果として、マグネット応用の用途に合わせた磁場中 Jcとそのひずみ依存性の制御という新技術
への発展に寄与することができた。本論文で得られた結果は、特性を最大限に生かした材料開発の効率化へ大き
く貢献できる。 
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